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利用・用途・応用分野

個室付き老人ホームや病院、独居高齢者宅での安否確認

目的・課題 解決ポイント

監視対象空間内における対象者の重心
位置の高さによる判定では対象者が転
倒状態にあるか否かを正確に検知でき
ない場合があった。

また、対象者の大きさを把握することが
できなかったため、センサの設置環境に
よっては、全く大きさの異なる荷物やペッ
トを監視すべき対象者等として誤検知す
る可能性があった。

監視対象空間に対向する位置に一次元輝
度分布検知装置のラインセンサ及びスリッ
ト板を床面に対して垂直に配置しラインセン
サの各受光素子で検知された光強度信号
で、輝度分布の縦幅Ｔを演算、輝度分布の
縦幅間における輝度の平均値Ｗを演算、輝
度分布の縦幅Ｔと輝度の平均値Ｗとの比率
Ｔ／Ｗを演算し、その比率Ｔ／Ｗの大きさに
基づき対象者等が転倒状態にあるか否か
を判定する。近接境界部領域の光強度を検
知した受光素子を判別して対象者の奥行き
距離を演算し、輝度分布の縦幅や輝度の
平均値に基づいて対象者等の上下方向の
大きさや左右方向の幅を求める。
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発明の名称：転倒状態検知システム及び方法 

一次元輝度分布検知装置を用いて対象者等が転倒状態にあるか否かを正確に検知できる。
対象者等との距離を検知し、対象者等の上下方向の大きさや左右方向の幅を演算できる。

【 転倒検知手法を示す図 】
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